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研究報告 『デザイ ン理論』45/2004

ギメ美術館時代の今泉雄作

廣 瀬 緑
フランス国立東洋言語文明学院(INALCO)ATER
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はじめに

1894年(明 治27年)今 泉雄作(1850-1931)は 雑誌 『国華』に 「図案法序説」 という論文を

発表 している。 この図案法は東洋の原理に基づいて図案を法則づけようとしたもので,当 時 と

しては他に例のない極めてユニークなものとなっている。 これについては,宮 島久雄 「今泉雄

作の図案法」『デザイン理論』30号 の中でかなり明 らかにされている。従 って今泉の経歴や図

案法についてはそちらを参照 していただくことにして,本 稿では今泉がリヨンのギメ美術館で

どのような研究を していたのかを報告 し,そ れ らの研究内容を 「図案法序説」を念頭に置きな

が ら考察を試みたいと思う。宮島は 「今泉雄作の図案法」の中で 「かの地で学んだのが図案法

ではなく古物学であったとはいえ,西 洋の学問を学んだ者が非常に日本的な図案法を考えよう

としたことは大変興味あることだといわなければならない。……図案をパターンやモチーフの

レベルではなく,そ れを成立させる原理の点から考えようとしたことが今泉の図案法の大きな

特徴であったと思われるのである。」1と述べておられる。確かに今泉のような例 は,西 洋の

進んだ学問を学び,そ の成果を日本 に持ち帰った他の明治の伝習生たちとは非常に異なってい

る。以下 に見ていくが,今 泉はフランスの中の東洋 とも言えるギメ美術館のような特殊な環境

の中に身を置き,日 常は東洋の宗教 に関する研究をし,そ れ らの日本語あるいは中国語からフ

ランス語への翻訳にあたっていた。そのため,ヨ ーロッパにおける当時の東洋学の現況を知 り,
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日本や他の東洋の国の哲学を違 う角度から再発見する機会に恵まれていた。また,図 案をパター

ンやモチーフのレベルではなく,そ れを成立 させる原理の点から考えようとした点 こそ,フ ラ

ンスの思考法の影響を受けていると思われるのであって,こ れは今泉がフランス社会の中で会

議や発表を通 して論理がいかに重要であるかを体得 したためではなかったかと思われる。

1)東 洋学者地方学術会議における研究発表

今泉雄作略年譜2に よると,今 泉は1877年5月31日 に渡仏 し,当 初はリョンでフランス語,

ラテ ン語 を学び,同 年の8月 か らギメ美術館の東洋物品鑑定人 になっている。1880年 の

、4nnalesduMuseeGuimet(ギ メ美術館年報)に 今泉の肩書きとして ・lettre》3と記録されてい

ることからも,主 な仕事はギメから依頼 された東洋の文献や資料の解読,そ のフランス語への

翻訳であ ったと考え られる。今泉がフランスで手がけた研究を最初に発表 したのは,彼 が

28歳 の時,1878年9月4日 か ら7日 にかけて リヨンで開催 された 《Congresprovincialdes

orientalistes・(東洋学者地方学術会議)4に おいてであった。

リヨンでの会議は4日 間のプログラムで,東 洋の宗教についての発表と質疑応答で構成 され,

第一 日目がインドの古代宗教,二 日目が中国の宗教,三 日目が日本の宗教の三部から成 り,最

終 日の四日目は会議のまとめとギメ美術館創立記念5の 講演で締めくくられた。今泉は中国と

日本の宗教の部で二 日間にわたって合計四件の研究発表を しているが,特 に中国の宗教の部で

は今泉の研究が三件 も紹介され,会 議における主題 となった。

中国の宗教の部では,宣 教師工一テル(M.E.Eitel)に よる ・LeFeng-Shoui・(風 水につ

いての研究)が 最初に発表され,そ れに続いて今泉の一件 目の研究である ・Etudecritiquesur

Lao-Tseu・(『 老子』についての考証)が ギメによって紹介された。『老子』についての考証は,

中国学者のスタニスラス・ジュリアン(StanislasJulien)が1842年,既 にこれをフランス語に

翻訳 していたが,ギ メはスタニスラスの翻訳が決 して間違ったものではないことを強調 した上

で,文 法,翻 訳の技術的な点から今泉 に再検討を依頼 したことを会議の席で述べた。例えば,

『老子』の第四章で 「道沖,而 用之或不盈。淵兮似万物之宗」 の訳をスタニスラスが 《LeTao

estvide;sil'onenfaitusage,itdevientinepuisable。 》(「道」 というのはか らっぽである。だ

からこそ無尽である。)と 訳 したものに,今 泉は 《LeTaon'estjamaisplein.・(そ の道が満た

されることは決 してない。)の意味を付け加えている。 また,第 十六章に記されている 「万物」

の訳をスタニスラスは ・Dixmilleetres・(一 万の生物)と 文字を直訳 しているのを,今 泉は

・Touteslescreatures・(全 ての創造物)と いうようにその意味を訳 している6。このような細

かなニュアンスの違いは漢字の翻訳から来るもので,当 時は東洋人でないと難 しかった微妙な

漢字の意味の訳を三十五章にわたって今泉が改定 したものであった。
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引き続 いて会議では,パ リ外 国宣教会 のPaulPemyの 中国語に関す る書物 《Proverbes

recueillisetmisenordre》(こ とわざ集)とPierreLaffiteの 論文 ・Considerationsgenerales

sur1'ensembledelacivilisationchinoise・(中 国の文明についての総合的考察)が 司会者のコー

ディエール(Cordier)と ギメによって手短に紹介 された後,今 泉による二件 目の研究が発表

された。テーマは 《DescroyancesetdessuperstitionsdesChinoisavantConfucius》(中 国に

おける孔子以前の信仰 と迷信について)と いうもので,フ ランス語への翻訳はその頃 リヨンに

いた富井政章7(1858-1935)が 行い,口 頭発表 も今泉に代わって富井が行 った。発表の内容

はおおよそ以下のようなものである。

「中国古代の宗教は,紀 元前2714年 頃,黄 帝以降,尭,舜,禹 の治世下において天上 の

最高神である天帝,祖 先神,山 や森や水の精霊など自然神への感謝から成 り立っていた。

紀元前1763年 湯王が夏王朝を滅ぼ し,殷 の時代になってか らも信仰は受 け継がれたもの

の,農 業の発展のために雨乞いの祈 りが次第に重要視されるようになって,そ のような祈

祷が個人的な願いをかなえることにも応用されるようにな り,ま じない的なものが信仰 さ

れるようになった。次の周の時代になってか ら,こ うした民間にはびこる迷信を一掃する

ために,武 王 とその弟の周公旦が以前のように先祖崇拝を再び重要視 し,細 かな儀式の法

令を定めることによって封建制度を確立するに至った。 しかし,周 も中期の春秋時代にな

ると北方から蛮族が南下 して,い くつ もの小国が争 う無秩序な戦国時代とな り,家 族連帯

の意識が薄れ宗教意識が衰えるようになっていった。孔子は周時代の封建制の精神への復

帰を理想 とし,家 族道徳の強化に努め,先 祖崇拝と天を敬う道徳による政治を強調 した。

紀元前221年,次 の秦の始皇帝の時代 には皇帝自身 も不老長寿を求めるなど再びまじない

的なものが興隆 し,こ の頃から廟において儀式を行 う宗教が現れるようになった。」8

この発表の内容は今泉が 中国古代の神話研究の基礎資料である 『史記』,「山海経』,「経書』,

『周礼』,そ れに戦国時代の楚国の歌謡である 「楚辞』などをもとにまとめたものと思われる。

今泉は1866年,16歳 の時に昌平坂学問所で学んでいる。そこは江戸時代から続 く漢学,儒 教

の教育の中心の場であった。また今泉自身 も1868年 か ら漢学を教授 しており9,日 本で学んだ

これらの知識はこの発表で大いに生かされたものと考えられる。発表後の質疑応答では,キ リ

ス ト教的な立場から,中 国人に天国と地獄 という概念が存在 しなかったのは信じがたいといっ

た意見や焚書坑儒によって秦時代以前の資料は多 く存在 しないので古代中国の歴史は明確では

ないことなども指摘されたが,ギ メは,今 泉が中国文学の資料を丁寧に調査 し,中 国の宗教が

天帝,祖 先神,自 然神など日常生活において利益をもたらしてくれるものへの感謝,つ まり現
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世利益を求める徹底 した現実主義にあるということを科学的に証明した点を高 く評価 した。

この後,他 の研究者のい くつかの書物と論文の紹介の後,再 び今泉の三件 目の研究が発表さ

れた。テーマは ・DucultedesancetresenChinesousladynastiedeTchou・(中 国周王朝に

おける先祖崇拝についての研究)で,そ の内容は二件目の発表をさらに発展 させ,周 王朝の先

祖崇拝の儀式の方法について詳細に調べたものである。文はかな り長いので全部を紹介す るこ

とはできないが,発 表の内容から周時代の先祖崇拝の儀式は非常に細かな点まで決まりがあっ

て複雑であることがわかる。礼の国中国では,先 祖を祭る儀式や葬儀においては特に物の数や

動作の回数に厳正なルールがあり,そ れらは偶然に決められたものではな く,中 国の聖数思考

に則 っている。そしてこの聖数思考は同じ周の時代に武王によって書かれたと伝え られている

易の理論の経典である 『易経』か ら来ている。発表の内容はおおよそ以下のようなものである。

「先祖崇拝の儀式の規則は身分によって異なる。皇族のレベルでは九つの廟を設け,一 つ

目の廟には一代 目の先祖の位牌を,他 の八つの廟にはそれぞれ両親,祖 父母,高 祖母の位

牌を祭 る。祭 りは年四回催され,春 には全ての廟を祭 るのに対 し,他 の季節は一代目の先

祖の廟 において他の先祖 もまとめて行われる。儀式の日取 りが決まると,皇 帝 と皇后は七

日間いっさいの娯楽,肉 食,酒 を断ち,別 々に生活 し,続 く三 日間はさらに厳 しい禁断生

活を行 う。 この十 日の間には,儀 式のために先祖の代わ りを演じる者が選ばれるが,た い

ていは皇帝の子供がその役に当たった。儀式の当日の朝,皇 帝と皇后は儀式の衣装に着替

えるが,そ の衣装は赤と色とりどりの色からなっており,そ れぞれ太陽,月,二 つの星座,

二つの山,二 匹の龍,二 羽の雉を象徴する模様がほどこされたものであった。夜が明ける

前に儀式を取 りまとめる役人は音楽隊と六十四人の踊 り子を率いて中庭に整列させておき,

歌手と琴の演奏者は合図によってすぐ演奏できるように廟の中に待機させてお く。夜が明

けると音楽が鳴 り出し,皇 帝の行列は廟へ進んでいく。」

ここまでの内容から,こ の儀式が易の聖数思想に基づいていることがよくわかる。廟は九つ

建てられているが,易 では九が老陽 を゚示すことか ら尊ばれたためである。また儀式の衣装の

模様などは全て二つずつ対になってお り,こ れは陰陽思想に基づいている。また,待 機させる

踊 り子の数は合計六十四人 となっているが,こ れは天地の現象を六十四卦の中に託 した八卦が

基になっている。

「皇帝 は廟に向かって左側から,皇 后は右側から進み,そ の後を皇帝の家族がついて行き,

儀式の酒を持つ役人,後 に供犠のための牛を連れて くる役人,お 供え物を持つ役人,そ し
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て一般の役人が続いて廟へ と進む。そこで行列はしばらく座 ってから再び廟に向かうが,

皇帝は左側の階段を,皇 后は右側の階段を上る。 この時,先 祖の代わ りを演じる子供は真

ん中の階段から進み,廟 の奥に入 り座る。皇帝は青銅器の杯を手に取 り,役 人がその杯に

薬草酒を注 ぐと,そ れを地面に撒き散 らし,皇 后 と共に先祖の祭壇の前に立つ。 この時音

楽が鳴 り止み,役 人の一人が祭壇の下で木簡に書かれた文章を読み上げる。 これは皇帝が

先祖に儀式を受け入れてくれるよう願う祈 りである。 これが終わると,役 人が供犠の牛を

外から連れてきて,門 のところで皇帝と皇后に引き渡す。音楽が再び鳴 り出し,中 庭の左

にある柱 に役人が牛を結び付けると,皇 后は廟の左側の階段から下 りてきて,牛 の正面に

立つ。役人が牛の手足を縛 り終えて 「ソウ」 と呼ばれる銅でできた四角い大きな桶に牛を

入れると,皇 帝は刀を携えて牛のところまで来て自ら牛を殺す。」

皇帝が左から進み,皇 后が右から進むというの も陰陽思想に基づいているが,一 般に左が上

席であるという決まりがある。儀式などで左右のどちらを選ぶかは 『老子』の三十一章などに

も記述があって,一 般にめでたい席では左が上席とされている。 しか し,そ の後牛を殺す場面

では,凶 事になるため皇后が左か ら下 りて くるというように位置が逆転 している。

「皇帝は皇后 と共に廟の中に入 り,右 手にあるテーブルの上の翡翠の杯を取 って自らを洗

い清め,係 りの役人はその杯に酒を注 ぐ。杯が酒で一杯になると皇帝はそれを廟の中にい

る先祖の役の子供に捧げる(以 下先祖と称す)。 このようなことが何度か繰 り返された後,

役人は桶の中の牛 と別に殺 した羊と豚を持ってきて並べる。皇帝はその間,左 側のテーブ

ルの上にある翡翠の杯に酒を注ぎ先祖に捧げ,自 らもそれを飲む。皇帝の家族,官 吏 らも

廟に入って来てこの酒の儀式に参加する。続 いて,九 つの大きな銅の甕の中に,様 々な種

類の鳥や動物の煮たものを入れて先祖に捧げる。皇帝は右側にあるテーブルの上の杯を取

り,酒 を満たして先祖に捧げる。これが返され皇帝がそれを飲むと皇后も続いてそれを飲

み,年 老 いた順に両親にも杯が渡される。そこでまた,魚 や鳥,ス ープなどが盛 られた銅

の甕が運ばれ,野 菜や果物は竹の入れ物に入れて捧げられる。酒を飲む儀式は総理大臣,

その妻なども参加 して繰 り返 し行われ,先 祖が九回酒を飲み終わった時にようやく酒の儀

式が終わる。そして六十四人の踊 り子たちが一斉に縦横八列にならんで踊 りを披露 し,先

祖に捧げた食べ物は皆に振舞われて儀式が終了する……」11

ここで も陰陽に則って杯は左 と右に配置され,場 面 によって使 う杯は異なっている。九とい

う数字は重要で,先 祖には九回酒を捧げなくてはならない。またお供えを盛る甕 も九つ用意さ
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れる。八 という数字 も中国では非常に大事な数字で易の八卦に由来 しているが,六 十四人の踊

り子は縦横八列に並んでいる。今泉による儀式についての発表は,こ こで終わっておらず,儀

式が中止になる時について,領 主のレベルでの儀式の方法について,市 民のレベルの儀式用の

土地の分配法まで及んでいる。この土地の分配方法にも尺度の決まりがあるので,そ の内容を

少 し述べると,

「集落の人口は八つの家族を一グループの単位として成 り立っている。このグループに与

えられ る土地は九つに分けられ,そ のうちの八つがそれぞれ八家族に分配 される。余った

一つ分の土地はさらに十等分 され,再 びそのうちの八つが八家族に分配される。残った二

つ分の土地はそれぞれ四つに分けられ,す なわち八つ分の土地になる。 この八つ分の土地

はそれぞれ八家族に分けられるが,こ の土地は家族の中にいる老人のために野菜を育てた

り,鶏 を飼 った りするため,そ して祖先崇拝の儀式に当てられる特別な土地である……」12

ここで述べ られているグループや土地を八等分する方法も 「易経』の八卦に基づいていると

考えられるが,同 じように物を八等分する例は 『図案法序説』の第三図,「 高の規矩」に関す

る章でも述べ られている。その中で,今 泉は 「雄按スルニ此法ハ八曲尺 ト稱 シテ茶家者流竹ノ

花筒 ヲ切ルニ此法ヲ用フ竹ノ圓周 ヲ量 リ其長ヲ八除シテ其長ヲ定ムル……」 というように竹の

円周の長さを八で割ることによって長さを割 り出すと述べている。 この茶道に使われる尺度

(道具規矩)は,足 利時代頃より起 こり,そ の本をただせば中国の周の時代 に形成された 「易

経』の八卦に由来 してお り,易 がその理論のもとになっていることは 「図案法序説』の中でも

繰 り返 し述べられている。『易経』の内容その ものは占いの結果である筮竹の組み合わせが何

を意味 しているのかを記 したもので,そ の解釈は非常に難 しい。また,「易経』の中には 「陰

陽」 の二元論,「 尺度」の もとになったと思われ る聖数思想や八卦の他 にも易の三義 として

「易簡」「変易」「不易」が掲げられている'3。この三義と似たようなことがらも,「図案法序説」

の最初で述べ られている。それは 「新二圖案ヲ為スパ變化ヲ主 トス若 シ變化ナケレハ圖案ノ用

無 シ」と述べている箇所で,こ こで述べている 「変化」というのは図案は新 しいものでなくて

はならないということだが,宇 宙の森羅万象に変化 しないものはないと考える 「変易」に一致

する考えである。 この 「変易」あるいは 「変化」は易においては重要なことが らで,「 周易繋

辞下伝」の中で易の原理は行 きづまれば変 じ,変 ずれば通 じ,通 ずれば長 く続 くとされている

こと14や陰陽はいつまでも陰や陽というように固定 した二物ではなく,天 地の間にあるいは陰

となりあるいは陽となって変化する作用をなす ものがあり,こ の法則を指して道としたことに

基づいている15。また,図 案法の中で 「道具規矩ノ妙善クー定 ノ規則有 ツテ無量 ノ変化ヲ出シ
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無量 ノ変化有ツテ又規則二外ナラス」 と述べ られている箇所は,そ うした無限の変化の現象の

中にも,星 の運行や四季の変化のように,変 化 しなが らも運行そのものについては一定の法則

があるとする 「不易」 に一致 しており,こ れらの図案に関 して述べられていることが らは易の

三義に基づいた哲学であると思われるのである。

このように三つ 目の研究発表は,今 泉が既に周の時代の先祖崇拝の方法を通 して 「易経』に

関心をもっていたことを充分うかがわせる内容となっている。会議の席で今泉は儀式の方法に

ついてのみ取 り上げてお り,そ の数の法則や 『易経』その ものについては述べていないが,

『易経』と物の造形は深い関わりがあることは 「周易繋辞上伝」中にも記 されており,後 に今

泉が易の法則と図案法を結びつけるようになったことも納得がい く。それによると 「易には聖

人の道が四つある。自分の所見を言おうとする者は,易 の辞句を尊重 して言い,実 際に行動 し

ようとする者は,易 の変化を尊重 して行動 し,何 かの器物を制作 しようとする者は,易 の卦の

像を尊重 して制作 し,卜 筮によって未来を占おうとする者は,易 の占断を尊重するべきなので

ある。」16と記 されている。また,中 国古代の礼書で西周王朝の行政組織を記述 した 『周礼』 に

も,こ れらの数の法則が儀式だけではな く,さ らに建築,都 市設計!7,工 芸18にまで及んでい

ることが記されている。そ して,そ の影響は日本にも及んでお り,例 えば藤原京 も 『周礼』を

もとに都市設計されたとさえ言われている。 このようなことから易は占いだけではな く,中 国

を始あ極東における図案の分野 にとっても計 り知れない影響を与えているものと言えるだろう。

さて,翌 日三 日 目に行 わ れ た 日本 の宗 教 の部 はバ ラエ テ ィに 富 ん だ構 成 で,神 道,仏 教,日

本 の 文 字 につ いて 発 表 が 行 わ れ た。 今 泉 は ≪Delareligionshintoiste・(神 道 につ いて)と 題 す

る研 究 を 発 表 して い るが,内 容 は お お よ そ以 下 の よ うな もの で あ る。

「天之御中主神はこの宗教の唯一の神で,

永遠で,目 にみえず,物 質的形態がな く,

また絵に描かれた りしたこともない。天之

御中主神は基本的に二つの特性を持ち合わ

せており,一 つは高御産巣日神でもう一つ

は神皇産霊尊である19。高御産巣 日神は目

に見える全ての物質的なものを司り,神 皇

産霊尊はその物体に生命を吹き込む力を持っ

ている。……神道は魂を二つの特性に分け

ている。それは 「ふゆみたま(マ マ)」2°と

図1Entreed'untempleshintoiste(神 社 の 入 口)

(`DeIareligionshintoiste》 》の 挿 絵 。

Congresprovincialdesorientalistes(1878)
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「あらみたま(荒 魂)」 で,「 ふゆみたま」 は善の要素,「 あらみたま」は悪の要素を示す

ものである。驚 くことに,こ の二つの要素はペルシアのゾロアスター教における善の神ア

フラマズダ(Omluz)と 邪神アフリマン(Ahriman)に よく似ている。 しかしペルシアで

は,善 は常に悪を滅ぼすが,日 本では 「ふゆみたま」と 「あらみたま」は常に同時に存在

し,「ふゆみたま」は 「あらみたま」を支配するだけに止 まらなければならない。神道 に

おける全ての倫理はこの二つの要素の概念 に由来 している。……また,神 道においては何

よりも清浄が尊ばれる。神を祀るためには,魂 の穢れを取 り除かなければならない。神道

にはカ トリックでいうところの 「告解」uはな く,罪 を犯 した場合には,自 ら反省 し良い

行いをするように努める。これも魂に呼びかけると同時に天之御中主神を念頭に呼びかけ

るのである。…」22

以上のように今泉は神道についての基礎的な内容を紹介 しているが,特 に高御産巣日神 と神

皇産霊尊,「 ふゆみたま」 と 「あらみたま」,清 きと穢れというように,神 道に見られる二元論

を強調 した内容 となっている。

2)仏 教の経典に関する翻訳

東洋学者地方学術会議での発表の他に,今 泉が行 った研究 としてはサ ンスクリット語からフ

ランス語への翻訳である 《〈Shidda≫と 『般若心経』,中 国語か らフランス語に翻訳 した 『阿弥

陀経』がある。前掲の今泉雄作略年譜によると,

今 泉 は1878年 頃 か らサ ンス ク リ ッ ト語 を 学 ん

だ とあ る が,・Shidda・,「 般 若 心 経 』 の翻 訳 の

準 備 の た め,そ して仏 教 の経 典 の 原 文 との 対 比

研 究 の た め に学 ん だ もの で は な い か と思 わ れ る。

ま た,今 泉 は1879年2月3日 か ら7月 の 末 ま

で,原 田23,山 田24と 共 に 三 人 で 日本 語 の指 導

も行 う よ う に な って い たzs。1880年 の研 究 か ら

今 泉 は一 緒 に 日本 語 を教 え た 山 田 とい う人 物 と

共 に翻 訳 を発 表 す る よ う にな って い る。 そ の一

つ が ・Shidda・(悉 曇)26と 題 す る も の で,

1880年 のAnnalesduMuseeGuimetに そ の 内

容 が掲 載 さ れ た。 シ ッダ と は本 来 「完 成 せ る も

の」 とい う意 味 で,狭 義 に はサ ンス ク リ ッ トの

図2ギ メが 日本か ら持ち帰 った写本 《<Shidda≫の一部。

AnnalesduMuseeGuimet,1880.
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母音文字を指 し,広 義には母音を伴 って発音 される子音文字及びそれらの合成字 も含まれた。

従 って題名の ・Shidda・は全体 としてサンスクリット文字,悉 曇文字を意味する。原文資料 は

ギメが日本を訪れた時,名 古屋の長栄寺の僧侶か ら贈 られたもので,か つて見習い中の僧が教

えを受けるのにふさわ しくなかったので罰 として写させたサ ンスクリット語の原稿の写本であ

る。今泉は1894年 「国華』55号 に掲載 した論文 「木筆考」の中で 「余佛國二在 リシトキ此迦

羅忙ニテ書 シタルサンスクリツトノ筆畫 ヲ模 シ得タリ……」 と述べており,フ ランスにいた時

から既にサンスクリット語の字体にも関心を持っていたようである。さて,こ の写本であるが,

最初 にサンスクリット語の成立に関する四つの説明が箇条書きされている。一つ目に書かれて

いる内容は,弘 法大師の書物 『梵字悉曇字母並釈義』によるもので,サ ンスクリット文字の成

立はブラフマン(梵 天)が 天か ら地上に降りてきて47種 のサンスクリット文字を作 ったこと

に始まり,そ れらが後に改良されて多 くの文字が作 られたということ,唐 の僧智広の 『悉曇字

記』によると今日までもたらされているサンスクリットの発音はインド南部の発音がもとになっ

ていると記されている。二つ目は釈迦の経典の中には様々なサ ンスクリット文字の意味を記 し

た ものがあり,そ の一つ として 『華厳経』 の中には42種 のサンスクリット文字の意味を見出

すことができると記されている。三つ目に書かれていることは大乗仏教の経典とサンスクリッ

ト文字についてで,そ れによると釈迦の死後五世紀頃,小 乗仏教が盛んになって,大 乗仏教の

経典は竜の国(MondedesDragons)に もたらされた。それか ら二世紀後,イ ンドの僧であ

る竜樹菩薩(150-250?)が 竜の国に行き,そ の経典を全て授か り大乗仏教の基礎を築いた。

これらの経典の中に四つの特別なサンスクリット文字の母音が含まれていたというものである。

四つ目に記されていることは大 日如来による 『金剛頂経』 と 『大 日経』の中にサンスクリット

文字の神秘的な意味について説明があるというものである。 これ ら四つのサンスクリット文字

の伝説に続いて,サ ンスクリット文字の母音,先 に述べた四つの特別な母音,35個 の子音,

文字の合成の規則,母 音の短縮形などに

ついて細かに解説 されている。 この写本

か らは経典の意味をはじめ曼荼羅など仏

教美術の工芸品を良 く理解するたあにも

サンスクリット文字を学ぶ ことは必須で

あったことがわかる。

『阿弥陀経』の翻訳 については,日 本

に伝え られていたサンスクリット語 の

『阿弥陀経』が,そ の頃イギリスに留学

していた南条文雄27(1849-1927)の 尽

図3〈(Shidda》 の中で紹介 され ている図案のよ うなサ ンスク リッ ト文

字。図 はNirvana(涅 槃)を 意味する文字か ら派生 したもの。

AnnalesduMuseeGuimet,1880.
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力を得て,イ ンド学者のMaxMuller(1823-1900)に よって1880年 初めて英語に翻訳 された

ことが知 られている。 しかし,こ れとは別に1881年 今泉と山田によって鳩摩羅什(344-413)28

による中国語の 『阿弥陀経』がフランス語 に翻訳され,同 年のAnnalesduMuseeGuimetに

掲載されている29。また,『般若心経』,正 式には ・Prajnaparamita-hrdaya-sutra・『摩訶般若波

羅蜜多心経』(般若波羅蜜の心髄たる経典)の 翻訳については,1883年 オランダのライデ ンで

開催された国際東洋学者会議録3°に掲載されたものがサンスクリット語か らフランス語への初

めての翻訳であるとされている。 これもほとんど知 られていないが,今 泉 とリヨン大学助教授

のPaulRegnaudが 共同で翻訳 した ものである。『般若心経』は大乗仏教の根本である 「空」

の思想,「 六波羅蜜」31,「回向」32,「三昧」詔において仏教を知るための重要なテーマが数多 く取

り扱われており,ヨ ーロッパにおけるその後の仏教研究者へ与えた功績は大きかったと言える。

おわりに

今泉が リヨンに行 った1877年(明 治10年)頃 の日本は文明開化が叫ばれていた頃で,儒 教

的な考えが批判され個人の自由や権利を主張する西欧の啓蒙思想が普及 しつつあった。 しかし,

これらの西洋哲学が日本に入ってくる前は,陰 陽の概念や五行説などが日本の哲学の中心であっ

た。それらがフランスでは古 いものとして捉え られるのではなく研究対象 として捉えられたた

め,今 泉はリヨンにおいて東洋の思想を違 う角度か ら学ぶ機会をもった。東洋学者地方学術会

議で今泉は,自 身の発表はもちろん,他 の発表者の研究も含めて東洋思想の根本である陰陽思

想,先 祖崇拝,易 といったものを強 く再認識 し,そ れらが西洋との違いであり,東 洋文化を形

成 している精神であると悟ったに違いない。

帰国後の今泉の研究論文にはほとんど西洋美術について述べたものが見 られないのだが,そ

の頃,特 に明治20年 代前後は外務卿井上馨の欧化政策によって生活の洋式化が奨励 され鹿鳴

館時代と呼ばれていた。 ヨーロッパ文化の中心国とも言えるフランスに伝習生として送 られた

今泉がフランス語,ラ テ ン語,サ ンスクリット語,漢 文など東西の言語や思想を学び,結 果と

してヨーロッパ文化の移植による欧化には同調せず,東 洋の思想に基づいた美学を構築 しよう

としたことは,今 の我々にとっても西洋化 と近代化は果たして同じことだったのかと考えさせ

られる。この今泉の思考 と当時の日本の時代とのずれは,今 泉が日本を出て東洋の伝統的なも

のに価値を見出し,そ れをもとにしようとした歴史的垂直思考であるのに対 し,明 治の日本で

はむしろそれを否定 し,新 しい西洋のテクノロジーや文化を導入することによって近代化を進

めようとした地理的水平思考であったという価値観の違いにある。従 って明治時代はジャガー

ド織機や軍艦に関心は持っても,ロ ーマの遺跡だとかルネサンスの教会 とか,西 洋の精神を担

うものにはあまり関心が向けられなかった。 しか し,デ ザインにとって技術以上に重要なのは
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物 の見 方 や捉 え 方 か ら くるア イ デ ア な の で あ って,そ れ は しば しば歴 史 の 中 に 隠 され て い る。

今 泉 は それ に気 が 付 い た の で あ った。

日本 の美 学 の歴 史 を振 り返 って み る と,理 論 に触 れ た書 物 と して は 『花 伝 書 』 「南坊 録 』 『君

台 観 左 右 帳 記 』 な ど数 え る ほ ど しか な い。 そ う した 点 か ら も今 泉 が1894年 に 「図案 法 序 説 」

で構 築 しよ う と した こ とは,東 洋 の哲 学 に基 づ い て美 学 理 論 を 完 成 させ よ う とい う真 に大 き な

試 み で あ った 。残 念 な こ とに 「図案 法 序 説 」 は未 完 の ま まで あ るが,そ の よ うな試 みが な さ れ

た要 因 の一 つ は,も ち ろ ん今 泉 が 日本 で 漢 学 を学 ん で いた こ と もあ るが,フ ラ ンス で東 洋 思 想

につ いて 研 究 した こ とが原 動 力 の一 つ に な って い る と言 え よ う。 特 に中 国西 周 時代 にお け る先

祖 崇 拝 につ い て の研 究 は,そ の後 今 泉 を 『易 経 』 と図 案 法 を結 びつ け る方 向へ 導 い た もの と考

え られ る。 「図 案 法序 説」 を 発 表 した 頃(1894年)は,欧 化 主 義 の 反 動 か ら 日本 の 伝統 美 術 が

再 び尊 重 され,岡 倉 天 心 らの考 えが 当時 の美 術 工 芸 界 で 指 導 的 にな って い た。 しか し,そ う い

う時 代 の 傾 向 の変 化 とは別 に今 泉 自身 の 信 ず る と こ ろ,つ ま り歴 史 の 中 で 日本 美 術 の独 自性 に

つ いて 考 察 し,他 の文 化 との違 い を認 め,さ らに それ らを 体 系 的 に理 論 づ け る と い う一 貫 した

研 究 姿 勢 に西 洋 の美 術 と対 等 に 向か お う とす る真 の 近 代 化 を 見 出 す こ とが で き る よ う に思 う。

そ うい う意 味 で は,日 本 の図 案 の歴 史 に と って 今 泉 雄 作 は非 常 に重 要 な人 物 で あ っ た と言 え,

今泉 につ い て の研 究 は今 後 の課 題 が 残 され て い る と言 え よ う。
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delaChine,Congresprovincialdesorientalistes,tomeII,SessiondeLyon,::(筆 者 訳).

9宮 島久 雄:前 掲 論 文,p.99。

10易 で は老 陽 を九,少 陰 を八,少 陽 を 七,老 陰 を六 と して い る。 九 と七 は老 陽 と少 陽 と して 特 に尊 ば れ

た。(世 界 大 百 科 事 典,平 凡 社)

11M.Ymaizoumi:≪DucultedesancetresenChinesousladynastiedeTchou≫pp.68-74,Religionsdela

Chine,Congresprovinci¢ldesoyientalistes,tomeII,SessiondeLyon,1878,(筆 者 訳).

12M.Ymaizoumi:・DucultedesancefresenChinesousladynastiedeTchou・p.77,(筆 者 訳).

13高 田真 治,後 藤 基 巳訳:「 易 の名 義 」,pp.11-13,「 易 経 』 上 巻,岩 波文 庫,2002年 。

14高 田,後 藤 訳:「 周 易 繋 辞 下 伝 」p.258,『 易 経 』 下 巻,岩 波 文 庫,2003,易 に お け る 「変 化」 に つ い

て は 「周 易繋 辞 上 伝 」 「周 易 説 卦 伝 」 の 中で も しば しば 述 べ られ て い る。

15高 田,後 藤 訳:「 陰 陽思 想 」pp.40-41,「 易 経 』 上 巻,岩 波 文 庫,2002年 。

16高 田,後 藤 訳:「 周 易繋 辞 上 伝 」p.239,『 易 経 』 下 巻,岩 波 文 庫,2003年 。

17『 周 礼』 考 工記 の 匠人 の 条 に よ る都 城 は9里 四 方 の 方 形 で,四 周 には そ れ ぞ れ3門 ず つ 門 が 開か れ,

ま た城 内 には南 北 と東 西 に9条 ずつ 道 路 が 通 じ,そ の道 幅 は車 の わ だ ち の9倍 で あ る。 こ の よ う な例

と して は 三 国 の 魏 の 当 初 の首 都 で あ っ た噸 城 が あ げ られ る。

18青 銅 器 鋳 造 の 際 の 銅 と錫 との 比率 を用 途 別 に六 つ に 区分 す るな ど,礼 数(す な わ ち礼 の規 定 を等 差 級

数 的 に 段 階 づ け る)の 観 念 に よ る概 念 化 が あ る。(世 界 大 百 科 事 典,平 凡 社)

19『 古 事 記 』 上 巻,「 日本書 紀 」 巻一 に よ れ ば天 地 開闢 の時 に高 天 原 に成 った 三神 。

20に ぎみ た ま(和 魂)の 事 を 指 す と思 わ れ る。

21confession:カ トリ ック教 会 で,洗 礼 を 受 けた 後 に犯 した罪 を,司 祭 を通 して神 に言 い表 す 行 為 。

22≪DelareligionshintoYste≫pp.115-118,Congresprovincialdesorientalistes,tomeII,SessiondeLyon,

1878,(筆 者 訳).

23原 田輝 太 郎;レ オ ン ・デ ュ リー に フ ラ ンス語 を習 い,日 本 で は後 に陸 軍 大 佐 とな った 。

24尾 本 圭 子,フ ラ ン シス ・マ ック ワ ン共 著QuandleJapons'ouvyitauJapon,p.91,Gallimard,に よ る と当

時 リ ヨ ンい た 山 田 とい う人 物 は,1908年 リヨ ンの領 事 とな った 山 田 忠 澄(1855-1917)と 推 察 され る。

彼 は長 崎 で は レオ ン ・デ ュ リー に フ ラ ンス語 を習 い,そ の 後 リ ヨ ンに行 き ギ メ の研 究 に協 力 した 。

25≪foursdejaponais≫,pp.383-384,AnnalesduMuseeGuimet,tomeI,1880,Paris.

26MM.YmaiZOUmietYamata:≪Shidda,resumehistoriquedelatransmissiondesquatreexplications

donneessurlesanscrit・,pp.321-333,AnnalesduMuseeGuimet,tomeI,1880,Paris,(筆 者 訳).

27明 治仏 教 学 界 の 先達,真 宗 大 谷 派 の 学 僧 。1876年 よ りオ ッ クス フ ォー ド大 学 に 留 学,1884年 帰 国 。

翌 年 東 京 帝 国大 学 で サ ンス ク リ ッ ト学 の 講 師,1914年 大 谷 大 学 学 長 とな る。
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28中 国 六 朝 時 代 の 仏 典 翻 訳 家 。

29NllVI.YmaizoumietYamata:≪0-mi-to-kingouSoukhavati-vyouha-soutra,d'apreslaversionchinoisede

Koumarajiva≫,pp.39-44,inAnnalesduMuseeGuimet,tomeII,1881,Pans.

30aQuelquesmotssurlesancienstextessanskritsduJaponaproposdunetraductionineditedu

Prajnaparamita-hrdaya-sutraparMM.PaulRegnaudetY.Ymaizoumid'apresunvieuxtextesanskrit-

japonaisparL.de.Milloue≫,inCongresinternationaldesorientalistes,1883,tome2,Leide.

31仏 教 用 語 。 大 乗 仏 教 の 最 も重 要 な 修 行 方 法 を 六 種 と し,そ れ ら の 完 成 した 完 全 な あ り方 を 波 羅 蜜 と 名

づ け た も の 。

32仏 教 用 語 。 自 己 が 修 し た 善 根 の 功 徳 を 他 の 衆 生 ま た は 自 己 の 菩 提 の 完 成 の た め に ふ り 向 け る こ と 。 ま

た 死 亡 し た 有 縁 の 者 の た め に 善 根 を 修 す る 「追 善 」 の こ と。

33仏 教 の 修 行 に お い て 重 要 視 さ れ る 特 殊 な 集 中 心 。

77


